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SAMACT® 開発フロー

AIコア名称「 SAMACT 」(読み方：サマクト)  商標登録(第6508894)
https://maviss-design.com/ai-solution/
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２．FPGAフレームワーク環境
✓ ハードウェア実装(FPGA,SoC)をご検討の際、実製品に近い環境

で性能評価を実施いただけます。

ラズパイ４
(Pythonプログラムで実現)
ラズパイ４
(Pythonプログラムで実現)

１．Pythonフレームワーク環境
✓ アプリケーションに最適なパラ

メータを検討いただけます。
✓ LinuxまたはPC(Windows)上の

Python環境で評価いただけます。

ご提供する開発環境

お客様のご要望に合わせて2つの評価環境をご提供します

ラズパイ4 FPGAボード
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【SAMACT Pythonモデル】

✓ システム構成図

※環境のご提供は2週間～
1ヵ月程度時間が必要にな
ります

※FPGAボードへの追加
実装があれば承ります。

FPGAボード(ZCU104)FPGAボード(ZCU104)

SAMACT通信

I/F

通信

I/F

通信

I/F

通信

I/F

前処理前処理

後処理後処理

入力
センサーデータ等

入力
センサーデータ等

出力
結果確認

制御信号として活用
など

出力
結果確認

制御信号として活用
など

FPGAフレームワーク
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SAMACT® フレームワーク(Pythonモデル)

お客様システムの検討用に SAMACT フレームワークをご提供致します。
本フレームワークにて、お客様のアプリケーションに応じて
ハイパーパラメータを調整しながら、 SAMACT の検討が可能です。

SAMACT フレームワーク (Sequential Model)data前処理

・
・
・

dataset

センサー等から取
得したデータ

データ処理用のPythonライブ
ラリを入手して使用可能です
内容によっては自作プログラ
ムとの組合せも必要

SAMACTをPythonプログラムで実現したモデル(Python API)
ここで決まったハイパーパラメータを使用して、 SAMACTのHW 
IPを設計する

Input Layer Hidden Layer Output Layer

librosa

librosaは、音声および音楽の信号処理を行うためのオープンソースライブラリです。

Copyright (c) 2013--2023, librosa development team.

pandasは、データ解析や操作を行うためのオープンソースライブラリです。
Copyright (c) 2011-2012, Lambda Foundry, Inc. and PyData Development Team All rights reserved.
Copyright (c) 2008-2011 AQR Capital Management, LLC All rights reserved.



Copyright 2026,Maviss Design Co., Ltd. All Rights Reserved 4

AI搭載SoC/FPGA開発フロー

製品仕様検討製品仕様検討

お客様にてエンドポイントAI搭載SoCもしくはFPGAを試作・開発するフローイメージです。

AIモデル RTL設計AIモデル RTL設計

お客様対応お客様対応

AI開発AI開発

不良モード再現
センサーデータ取得
不良モード再現

センサーデータ取得

データ変換/特徴抽出
（学習/推論データ）
データ変換/特徴抽出
（学習/推論データ）

お客様性能評価
未達

満足

AI設計仕様

適用性検討

設計/検証、FS環境準備設計/検証、FS環境準備

フィジビリティスタディフィジビリティスタディ

お客様性能評価
未達

満足

試作FPGA、試作FPGA+ボード開発試作FPGA、試作FPGA+ボード開発

フィールドテスト
未達

満足

再学習

試作品試作品

・正解率
・学習/推論時間
・回路規模
・消費電力等

・正解率
・学習/推論時間

《不良モードを絞り込み、再現した
音声データ》

《劣化度毎の特徴抽出》

・正解率
・学習/推論時間
・回路規模
・消費電力等

《課題：故障の予兆検知》

試作検討

AIプロトタイプ設計AIプロトタイプ設計

試作検討AI導入決定AI導入決定

製品化決定製品化決定

・目的達成
・投資対効果満足

・目的達成
・投資対効果満足
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設計期間と設計コストの大幅削減

製品仕様検討製品仕様検討

お客様のご要望に合わせた設計サポートをご提供いたします

SAMACT 
Pythonモデル/RTL提供

SAMACT 
Pythonモデル/RTL提供

メイビスより提供
/サポート可能工程
メイビスより提供
/サポート可能工程

お客様お客様

AI開発AI開発

不良モード再現
センサーデータ取得
不良モード再現

センサーデータ取得

データ変換/特徴抽出
（学習/推論データ）
データ変換/特徴抽出
（学習/推論データ）

AIフレームワーク
(Pythonモデル)

お客様性能評価

ハイパー
パラメータ

設計/検証、FS環境準備設計/検証、FS環境準備

フィジビリティスタディフィジビリティスタディ

お客様性能評価

試作FPGA、試作FPGA+ボード開発試作FPGA、試作FPGA+ボード開発

フィールドテスト

試作品試作品

AI導入決定AI導入決定

製品化決定製品化決定
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SAM Layer Decode Layer
(Output)

SAMACT
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【SAMACT Pythonモデル】

１．Pythonフレームワーク環境

２．FPGAフレームワーク環境

ラズパイ4 FPGAボード
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SAMACT® ハイパーパラメータの最適化

✓パラメータ調整、評価を繰返しながら最適なパラメータを決定します

学習 推論

確認調整

パラメータごとの再現率の確認
※再現率は説明用の例で実際の値ではありません

入力層：入力データ数で決定
出力層：予測や分類結果の数で決定
中間層：評価しながら最適値を決定

Input Layer Hidden Layer Output Layer

入力層 出力層中間層

SAMACT

… …… …

…
…

…
…

…

…
…

…

学習 前処理
・デジタル変換
・データ処理
(フーリエ変換など)
・特徴抽出、解析

学習

SAMACTデータセット準備

データの特徴と
期待値を繰返し学習

用意したデータを
1つずつ学習させる

必要な音データを
集める

正常音 劣化を含む音

この音は正常音 正常

この音は劣化音 劣化

故障予兆検知 推論前処理
・デジタル変換
・データ処理
(フーリエ変換など)
・特徴抽出

学習した内容をもとに
入力音を判定

SAMACT

正常

劣化

ハイパーパラメータ
(入力層,中間層,出力層)

トレーニング精度 テスト精度

正常 劣化 正常 劣化

①(20,  32,  4) 80% 75% 80% 75%

②(20,  64,  4) 85% 83% 85% 82%

③(20, 128, 4) 95% 95% 95% 96%

④(20, 256, 4) 96% 95% 95% 95%

⑤(40,   32, 4) 85% 80% 86% 80%

⑥(40,   64, 4) 88% 84% 88% 85%

⑦(40, 128, 4) 95% 96% 96% 95%

⑧(40, 256, 4) 97% 97% 97% 96%
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回路規模イメージ回路規模イメージ

ハイパーパラメータ調整時の留意点

消費電力イメージ消費電力イメージ

※参考 プロセスノード28nm ※参考 プロセスノード28nm

μm2

中間層+出力層
200 250

5.0

入力層216

入力層100

3.0

mW

中間層+出力層
200 250

140

入力層216

入力層100

70

✓最適なハイパーパラメータ調整には以下の観点が必要です
• 学習時間(エポック数)vs正解率の関係
• CPU占有時間、メモリリソース(ソフトウェア選択時)
• 回路規模、消費電力(ハードウェア選択時)

エポック数vs正解率イメージエポック数vs正解率イメージ
正解率(%)

エポック数(回)
0

100

50



各種お問い合わせはこちら
https://maviss-design.com/contact/

https://maviss-design.com/contact/
https://maviss-design.com/contact/
https://maviss-design.com/contact/
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